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印
度

學
佛
教
學
研
究
第
六

十
三

巻
第
二

号
　
平
成
二

十
七
年
三

月

普
一

国
師
志
玉
の

華
厳
学

　

　

真
福
寺
文
庫
蔵
『

五

教
章
視
聴
記
』

を
中
ひ
に

　

　
　

丿

七
二

野

呂

靖
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問
題
の

所
在

　

室
町
中
期
の

東

大

寺
戒
壇
院
長
老
で

あ
る

普
一

国

師
志
玉
（

＝
二

八

三

〜
一

四

六

三
）

は
、

禅

僧
と

の

交
流
や

能

楽
書
へ

の

注

釈
で

知
ら

れ
、

金

沢
称
名

寺
、

高
山
寺
、

極

楽
寺
な
ど

諸
寺
院
と

の

密
接
な

繋
が

り
を

有
す
る

幅
広
い

活
動
で

著
名
で

あ
る

。

な
か

で

も
華
厳
学
に

秀
で

て

い

　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
（
1）

た

こ

と

に
つ

い

て

は

江
戸

期
の

僧
伝
等
で

高
く
評
価
さ

れ

て

お

り
、

室

町
期
に

お

け
る

華
厳
学
の

展

開
を
解
明
す
る

上

で

き

わ

め

て

重

要
で

あ

る
。

　一

方
、

志
玉
の

伝
記
に
つ

い

て

は

不

明
な

点
も

多
く

、

「

住
二

戒

壇
院

ハ

常
講
一

華
厳
于

遮

那
殿
一
」

（

「

律
苑
僧

宝
伝
』

巻
十

四）

と

紹
介
さ

れ

る

東
大
寺
に

お

け
る

講
説
活

動
の

実
態
は

未
詳
で

あ
っ

た
。

と

こ

ろ

が

近

年
、

洛
東
智
積
院
（

真
言
宗
智
山

派
総
本
山
）

に

お

け
る

聖

教
調
査

の

進
展
に
よ
っ

て

志
玉
に

よ

る
戒
律
・

華
厳
関
係
の

講
義
録
が

検
出
さ

　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
（
2

）

れ
、

徐
々

に

そ
の

実
態
が

明
ら
か
に

な
り
つ

つ

あ
る

。

　

本
稿
で

取
り
上

げ
る

真
福

寺
文

庫
蔵
『

五

教

章
視
聴
記
』

六

冊
（
写

本
）

は
、

法
蔵
「

華
厳
五

教
章
』

三

巻
に

対
す
る

詳
細
な
注
釈
が

展
開

さ

れ

た

も
の

で

あ
る

。

本
書
は

従
来

、

志

玉

と

の

関
係
に

お
い

て

注
目

さ

れ

て
こ

な
か
っ

た

が
、

東
大
寺
戒
壇
院

に

お

け
る

志
玉

の

講
説
に

基

づ

く
も
の

で

あ

り
、

根
来

寺
と

密
接
な
関

係

を

有
す
る

真
福
寺
僧
に

よ

り

記

録
さ
れ

た

資
料
で

あ
る

点
が

明
ら

か

と

な
っ

た
。

こ

れ

に

よ

り
、

東
大
寺
に

お
け
る

志
玉
の

講
説
活
動
に
つ

い

て

新
た

な
知
見
を

加
え
る

こ

と

が

可
能
に

な
る

と

と

も
に

、

中
世
後
期
の

南

都
と

地
方
寺
院
を

結

ぶ

教

学
の

ネ

ッ

ト
ワ

ー

ク

に
つ

い

て

も

明
ら

か

に

し

得
る

と

思

わ

れ

る
。

以

下
、

そ
の

講
説
・

伝
持
を

め

ぐ
る

状
況

と

思

想
的
特
徴
の
一

端

を

明
ら

か

に

し

た
い

。

一

　
『

五

教
章
視
聴
記
』

と

志
玉
に

よ

る

講
説

（

一
）

『

五

教

章
視
聴
記
』

の

概
要

　
志
玉

の

華
厳

学
に

関
わ

る

資

料
と

し

て

は
、

『

五

教
章
見
聞
（
五

教

章

聴
書

抄）
』

十

巻
が

知
ら

れ

て

い

る

（

承
応
三

年
・

寛
政

七

年
刊

本）
。

も
っ

と

も

本
書
は

講

説
の

聞

書
で

あ
り

、

文
安
四
（
一

四

四
七
）

年
二

月

十
二

日

に

東
大

寺

戒
壇

院
に

て

開
始

さ
れ

た

志
玉

の

『

華

厳
五

教

一 624 一
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章
』

講

説
を

根

来

寺
大
伝
法
院

学

頭
の

玄

音
房

道
瑜

⊃

四
二

二

〜

一

四

九一

三

の

記
録
で

あ
る

。

し

た

が
っ

て
、

志
玉
の

純
粋
な

注

釈
を

　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　（
3

）

留
め

た

も
の

と

は

い

え
な
い

。

ま

た
、

道
瑜
は

志

玉

講

の

記
録
に

あ

た
っ

て

根
来

寺
中
性
院
聖

憲
（

一

三

〇

七

〜
一

三

九
二
）

の

『

五

教
章
聴

抄
』

を
追

記
・

転
用
し

て

お

り
、

根
来
寺
に

お

け
る

華
厳
学
研
究
が

多

分
に

反
映
さ

れ

て

い

る
。

　

こ

れ

と

同
様
の

特
徴
を

有

す
る

資
料
が
真
福

寺
文
庫
蔵
『

五

教
章
視

聴
記
』

六
冊
（
『

真
福
寺
文
庫
撮
影
目

録
』

下

巻
、

四

九
五

頁

下）

で

あ
る

。

本
書
が

志
玉

講
に

基
づ

く

真

言
僧
に
よ

る

聞
書
で

あ
る
こ

と

は
、

以
下

の

識
語
・

奥
書
等
か

ら

判

明

す
る

。

　

文
安
三

年
十
一

月
二

十
二

日
始
之
於

南
都
東
大
寺
戒
壇
院
／
読
師
普
一

長
老

　

志
玉

和
尚
ロ
ハ

恐
廃
忘
一

記
之
可

為
九

牛
之
一

毛

歟
　
任
舜

記
之

／
（

『

五

教
章

　
上

視
聴
記
上
』

内
題
下
）

　

去
文
安
三

年
・

比
於
南
都
東
大

寺
戒

壇

院
長

老
普
一

潤
山

／
志
玉

和

尚
奉
値

　
令
記
之
畢
／
長
犇
四

年
く

庚
辰

　
ノ

月
中
旬
於
尾
州
真
福
寺一

依
賓
客
等

ノ

所

　
望
一

従
リ

去
／
七

月
一

日一

至．
ア

八

月
十
六

日一

中

下
二

巻
分

ノ

視
聴
記
都
合
四

　
巻
令
再
治一

畢
／
蓋
是

レ

短
才
昧
劣

ニ

シ

テ

難
得一

文
義
之
首
尾一

剰
へ

辺
土

之

境
ヒ

　

不
得
諸
記
書
／
籍一

故
引

文
等
非
無
不
審一

只

為
扶
二

一

室
之
蒙
昧一

也

更

不
可

　

及
他

家
披
覧一

者
也
可
憚
々

々

／
廻

施
法
界
平
等
利
益
而
已

／

尾

州
真
福
寺

　

沙
門
任
舜
／
（

『

五

教
章
下

視
聴

記
下
』

奥
書
）

こ

れ

に

よ

れ

ば
、

文

安
三

（
一

四

四
六
）

年
十
一

月
二

十
三

日

か

ら
志

玉
は

東
大

寺
戒
壇

院
に

て

『

華
厳
五

教
章
』

講
義
を
実
施
し

た

が
、

そ

れ

を
尾
張

国
大
洲

真
福
寺
住
持
の

任
舜
が

聴
聞
し

、

上
・

中
・

下
三

巻

普
一

国
師
志
玉
の

華
厳
学
（

野
　
呂
）

に

分

け
て

記
録
し

た
。

ま

た

任

舜
は

そ
の

後
、

長

禄
四

（
一

四

六

〇
）

年
八

月
に

真
福

寺
に

て

中
・

下
二

巻
（

四

冊
）

を

再
治
し

、

さ

ら

に

真

福
寺
の

末
寺
で

あ
る

性
海
寺
（

越

前
国
三

国
湊
）

の

住
持
「

秀
明

房
頼
済
」

が

根
来

寺
に

て

書

写
し

た

草
本
と

あ
わ

せ

て

上

巻
部

分
〔
二

冊
）

を
再

治
し
た

と

い

う
（

『

五

教
章
上

巻
視

聴
記
上
』

）

。

各
冊
の

識

語
・

奥
書
か

ら

判
明
す
る

成
立
経
緯
に

つ

い

て

整
理
す
れ

ば

次
表
の

通
り
で

あ
る

。

巻
次

記

録

再

治

上

巻
・

上

文

安
三

年
十
一

月
二

十
三

日

長
禄
四
年
九
月
二

十
三

日
（
性
海
寺）

上

巻
・

下

同

年
十
一

月
二

十
二

日

同

年
十
一

月

（

性
海
寺）

中
巻
・

上

同

年
十
二

月
八

日

同

年
七

月
上
旬
（

真
福
寺
宝
生

院）

中
巻
・

下

同

年
十
二

月
頃

同

年
七

月
中
旬
（

真
福
寺
宝
生

院）

下

巻
・

上

同
年
十
二

月
二

十
五

日

同

年
八

月
上
旬
（

真
福
寺
宝
生

院）

下

巻
・

下

同
年
冬
頃

同

年
八

月
中
旬
（

真
福
寺
宝
生

院）

（

二
）

志
玉
に

よ

る

講
説
の

実
態

　

こ

の

よ

う
に

、

志
玉

に

よ

る

講
説
期
間
は

文
安
三

年
十
一

月
・

十
二

月
の

約
二

ヶ

月
間
に

及
ぶ

も
の

で

あ
っ

た

が
、

注
目

さ

れ

る

の

は
こ

の

年

時
が

道

瑜
の

記
録

す
る

文

安
四

年
二

月
の

講

義
（

『

五

教
章
見

聞
』

）

の

直
前
に

相
当
し

て

い

る

点
で

あ
ろ

う
。

す
な

わ

ち

志
玉

は

こ

の

時

期
、

戒
壇
院
に

お
い

て

繰
り
返
し

『

五

教
章
』

を

講
じ

て

い

た

の

で

あ

り
、

そ

の

場
に

は

複
数

の

真
言

僧
（

根
来

寺
僧
）

が

聴
聞
し

て

い

た

こ

と

に

な

る
。

志
玉
の

『

五

教
章
』

講
説
が
諸
宗
僧
侶
が

聴
講
に

訪
れ

る

著
名
な

も
の

で

あ
っ

た

こ

と

は
、

例
え
ば

臨
済
宗
相
国
寺
の

瑞
渓
周
鳳

七
三

一 625一

N 工工
一Electronlc 　 Llbrary 　



The Japanese Association of Indian and Buddhist Studies

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Assoclatlon 　of 　工ndlan 　and 　Buddhlst 二　St二udles

普
一

国
師
志
玉
の

華
厳
学
（

野

　
呂
）

（

ニ
ニ

九
二

〜
一

四
七
三
）

が

『

臥
雲
日

件
録
』

に

「

予
（

ロ

周

鳳）

初
寓

南
京

、

就

普
一

習
五

教

章
」

（

寛
正

四

年

士
．

月

＋

六

日

条、

『

大
日

本
古

記
録
』

一

四
六

頁
）

と

述
べ

て

い

る

こ

と

か

ら

知
ら

れ

る
。

真

言
や

禅

な
ど

諸
宗
僧
侶
に

よ

る

「

華
厳

修
学
の

拠
点
」

と

し

て

の

志
玉

講
の

存

在
が

浮
か
び

上

が

る
。

　
と

こ

ろ

で

志
玉

は

や
は

り
文

安
四

年
二

月
に

『

梵
網
経
古
迹
記
』

ド

　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　（
4）

巻
の

講
説
を

戒
壇

院
で

実
施
し
て
い

る
。

な
ぜ

志
玉

は

文
安
三

〜

四

年

に

か

け
て

度
重

な

る

講
説
を
行
っ

た

の

で

あ
ろ

う
か

。

こ

れ

を

考
え

る

に

あ
た

り
当
時
の

戒

壇
院
の

状
況
に

注
目
し

た
い

。

　

戒
壇

院
は

治

承
四
（

＝
八

〇
）

年
に

平

重

衡
の

兵
火
に

よ
っ

て

焼

亡

す
る

が
、

俊
乗
房
重

源
（

＝

二
一

〜
一

二

〇

六
）

に

よ
っ

て

戒
壇
堂
・

僧
房
な
ど

堂
宇
が

再
興
さ

れ
た

。

し

か

し
文
安
三

年
一

月
二

日
、

再
び

出
火
に
よ
っ

て

「

三

重
の

戒
壇

、

五

問
四

面
の

千
手
堂
」

を

残
し

て

受

戒
堂
・

講
堂
・

談

義
所
な

ど

「

悉
く

」

焼

失
す
る

（
『

東
大

寺
雑
集
録
』

巻
七

、

日

仏

全
一

二
一
、

一

六

六

頁

下
∀

。

す
な
わ

ち
志
玉

に

よ

る

『

五

教

章
』

講
説
は

、

ま

さ

に

二

度
目
の

焼
失
を
受
け
た

年
の

年
末
に

開
始
さ

れ

る

の

で

あ
る

。

そ

し

て
、

そ
の

伽
藍
復
興
を

担
っ

た
の

が

室

町
幕
府

第
六

代
将
軍

足
利
義
教
（

二
二

九

四

〜
一

四

四
】
）

の

命
を
受
け
た

志
玉

　
　
　
（

5）

で

あ
っ

た
。

　

志
玉

が

伽
藍
の

造
立

を
達
成
し

た
の

は
七

年
後
の

享
徳
二

（

一

四
五
三
）

年
で

あ
っ

た

が
（
戒
壇
堂
・

廻
廊）

、

そ

も
そ

も
志
玉

は

義
教
と

密
接
な

関
係
を

有
し

て

お

り
、

永
享

元

⊃

四
二

九
∀

年
八

月

に

義

教
に

授
戒

七

四

し
、

さ

ら

に

同
八
（
一

四
三

五
）

年
三

月
に

は

『

華
厳
経
』

「

普
賢
行
願

品
」

の

連
続
講
義
を

行
っ

て

い

る

（

『

蔭
涼
軒
日

録
』

永
享
八

年）
。

こ

の

よ

う
に
、

文
安
三

年
末
か

ら

四

年
に

か
け
て

の

度
重
な
る

精
力
的

な

講

説
は
、

戒
壇
院
諸
堂
の

焼
失
と

い

う

事
態
に

直
面
し
た

志
玉

と
、

そ
の

華
厳

学
に

深
い

関
心
を
寄
せ

る

義
教
が
関
与
し
た

教

学
的
な
「

戒
壇

院

復
興
」

が

意
図
さ
れ

た

も
の

で

あ
っ

た
と

考
え
ら
れ

る

の

で

あ
る

。

（

三
）

任
舜
に
つ

い

て

　
こ

う
し
た

再
興
期
の

戒
壇
院
に

聴
衆
と

し

て

参
加
し

て

い

た
の

が

筆

録

者
で

あ

る

任

舜
（

一

四
二

四

〜

？）

で

あ

る
。

任
舜
に

関

す
る

資
料

は

き
わ

め

て

限
ら
れ

て

い

る

が
、

「

第
八

世

任
舜

、

従
長
禄
二

年
文
正

元

戌

年
九

ケ

年
住
職
也
」

（

『

五

教
章
中
視

聴
記
下
』

奥
書
朱
書
・

第
四

＋
世

栄
順）

と

あ
る

よ

う
に

、

長
禄
二

2
四
五
八
）

年
か

ら

文
正

元
（
一

四
六
六）

年
ま

で

の

九

年
間

、

大

須
真
福
寺
の

第
八

世
住
持
を

務
め

た

学
僧
で

あ

る
。

房
号
は

「

祐
乗

房
」

で

あ

り
、

「

真
福
寺
本
願

能
信
上

人
百

年
忌

御
仏

事
日

記
』

（

『

愛
知

県
史

資
料
編
九

中
世
二
』

二

〇

〇
一
、

八
二

八

頁

所
収）

に

よ

れ

ば
、

「

快
舜
後

二

改
二

名

任
舜
」

と

あ

り
、

「

快
舜
」

と

も

称
し

て

い

た

よ

う
で

あ

る
。

　

従
来

、

真
福
寺
の

住
持
に
つ

い

て

は
、

根
来
寺
中
性
院
流
の

聖
教
を

伝
え

た

初

代
能
信
（
一

二

九
一

〜
一

三

五

四
）

、

東

大
寺

東
南
院
聖

珍
よ

り
伝
授
を
受
け
た

第
二

世
信
瑜
（
一

三

三

三

〜
一

三

八
二
）

な
ど

真
福

寺

　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　（
6
∀

創
成

期
の

学
僧
が

著
名
で

あ
っ

た

が
、

真
福
寺
聖
教
に

は

任
舜
の

書
写

に

か

か

る

資
料
が

数
多
く
伝
存
し

て

お

り
、

そ
の

存
在
は

無
視
し
え
な
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い
。

な

か

で

も
倶
舎
・

華
厳
文
献
を

多
く
書
写
・

伝
持
し

て
い

る
の

が

特
徴
で

あ

り
、

志
玉

講
を

聴
講
し

て

い

た

文
安
三

年
十
一

〜
十
二

月
の

　

　（
7）

問
に

は
、

「

普
一

長

老
御
本
」

を

用
い

た

『

五

教

章
』

注
釈
書
の

書
写

も
確
認

で

き

る

（

審
乗
『

五

教
章

問
答
抄
』

奥
書

、

『

真
福

寺
撮

影
目

録
』

）
。

　

ま

た

任
舜
は

、

初
代
能

信
の

百
回

忌

法
要
に

当
た

り

そ
の

諸

事
を

「

後
代
の

亀
鏡
」

と

す
べ

く

詳
細

に

記

録
し
（
『

真
福
寺

本
願

能
信
上

人
百

年

忌
御
仏

事
日

記
』

）
、

晩
年
に

は

八

宗
（

律
・

倶

舎
・

成
実
・

法
相
・

三

論
・

天

台
・

華
厳
・

真
言
）

の

教
理
の

要
点
と

祖
師
の

系
譜
を
記

し

た

綱

要

書
『

八

宗
事
』

（

龍
谷
大

学
図

書
館
蔵
・

文

明
五

宣

四

七

三
］

年
写
）

を
著
述
し

て
い

る
。

こ

う
し
た

任
舜
の

精
力
的
な

聖

教

書
写

や

綱

要
書

の

撰
述

状
況
か

ら

は
、

開
基

百

年
を
迎

え
た

真
福

寺
に

お
い

て
、

再

度
、

顕
密
諸
宗
教

学
を

位
置
づ

け
て

い

こ

う
と

す
る

任
舜
の

意
図
を
窺

う
こ

と

が

で

き
る

。

そ
の
一

端
が

『

五

教
章
視

聴
記
』

の

撰
述
で

あ
っ

た

と
い

え
よ

う
。

二

　
『

五

教

章
視
聴
記
』

の

思
想

的

特
徴

（

一
）

日

本

華
厳
の

系
譜
に

対
す
る

認
識

　
次

に

『

五

教
章
視
聴
記
』

の

思
想
的
特
徴
に
つ

い

て

述
べ

た
い

。

本

書
は

『

華
厳
五

教
章
』

（
和
本
）

に

対
す
る
随

文
解
釈
の

形
式
を

取
り

、

志
玉

の

義
に
つ

い

て

は

「

長

老
仰
云
…

」

「

和
尚
云
…

」

と
し

、

筆
録

者
で

あ

る

任

舜
自
ら

の

見
解
を

「

私
云
…

」

と

追

記
す
る

。

本
書
の

最

大
の

特

徴
は

、

宋

代
の

道

亭

『

義
苑

疏
』

・

観
復

『

折
薪

記
』

・

師

会

普
一

国
師
志
玉
の

華
厳
学
（
野
　
呂）

『

復

古
記
』

な

ど

宋
大

華
厳
の

『

五

教

章
』

注
疏
を

多
く

依
用
し

、

日

本
華

厳
で

は

東
大

寺
戒
壇

院
凝
然
（

一

二

四

〇

〜
一

三

二
一
∀

の

門

下
に

あ
た

る

十
悟
房
審
乗
（

一

二

五
八

〜
一
＝

＝

三

〜

？）

「

五

教
章

問
答
抄
』

、

称
名

寺
湛
睿
（

一

二

七
一

〜
一

三

四
七
）

『

五

教
章

纂
釈
』

を

重
視

す
る

点
で

あ
る

。

ま

た

景
雅
・

明
恵
を
中
心
と

す

る

高
山

寺
義
を

用
い

て

い

る
。

　

本
書
に

記

録
さ

れ

た

志
玉

の

講

説
の

な

か

で

最
も
重

要
で

あ
る

の

が
、

従
来
不
明
で

あ
っ

た

鎌
倉
期
以

降
の

日

本
華
厳
の

系
譜
に
つ

い

て

志
玉

が

述
べ

た

以

下
の

箇
所
で

あ
る

。

　

此
外
白
衣
〈
花
厳
宗
尊
勝
院

ノ

／
門
輩
等
也
〉

黒

衣
〈

律
宗
戒
壇
院
／
門
流

　

等
也
〉

、

二

宗
ノ

碩
学

各
作
書
籍一

了

簡
ル

此

章
弓

。

其
末
記

多
之
ゆ

白
衣
方
ハ

　
四

部
ノ

抄
東
南
院
宗
照
等
作

、

薬
師
寺
義
聖
私

記
、

又

東
南
院

ノ

観
理
、

口
広

　

沢
．

寛
朝
之
私
記

モ

在
之

』

〈

只
云
私
記】

義
聖

ノ

私
記

ノ

事
也
〉

。

黒
衣
方

ニ

ハ

金

　

沢
ノ

纂
釈

、

十
悟
房

ノ

問
答
抄
等

、

其
外
多
之
一

云
々

〉

。

（

『

五

教
章
上

視
聴

　

記
上
』

）

　

こ

こ

で

は

東
大

寺
の

華
厳
学
に
つ

い

て

「

白
衣

方
ロ

華
厳

宗
」

と

「

黒
衣
方
11

律
宗
」

と
の

二

系
統
を
立
て

、

「

尊
勝
院
の

華
厳
」

と

「

戒

壇

院
の

華
厳
」

と

の

明
確
な
区
別
化
が

図
ら

れ
て

い

る
。

中
世

東
大

寺

に

お
い

て

「

白
衣
」

が

学
侶

、

「

黒
衣
」

が

戒
壇
院

律
僧
を

象
徴
す
る

　

　
　
　
　

　
　
　

（
8

）

こ

と
は

知
ら
れ

て

い

る

が
、

こ

こ

で

は

院
家
に

よ

る

教
学
的
な
差
異
を

表
示

す
る

も
の

と

し

て

用
い

ら

れ

て

い

る
。

　

ま
た

「

黒
衣
方
」

は

あ
く
ま

で

湛

睿
な

ど

凝
然
門
下
で

あ
り

、

凝
然

自
身
が

外
さ

れ

て
い

る
こ

と

は

注
意
さ

れ
よ

う
。

従
来

、

し

ば

し

ば

凝

七

五
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普
一

国
師
志
玉
の

華
厳
学
（
野

　
呂
）

然
が

東
大

寺
の

華
厳

学
を
規

定
し

た

と

評

さ
れ

て

き
た

が
、

『

五

教

章

視

聴

記
』

に

お

け
る

凝

然
引
用

は

わ

ず
か

三

例
（
『

通

路

記
』

）

に

止

ま

り
、

筆
録
者
の

任
舜
が

再
治
に

あ
た

り
参
照
し
た

文
献
も
ま

た

「

先
年

聴
聞
之

時
依

纂
釈

問
答
抄

等
　
要

義
一

條
令
記
之
」

（
『

五

教
章
中
視
聴

記

上
』

奥
書
）

と

す
る

よ

う
に

湛
睿
・

審

祥
の

注

疏
で

あ
っ

た
。

こ

の

よ

う
に

任
舜
や

道

瑜
な

ど

真
言
僧
が

受
容
し
た

志
玉

の

華
厳

学
と

は
、

戒
壇

院
の

華
厳
（
黒
衣）

で

あ
り

、

凝

然

「

門
下
」

の

義
で

あ
っ

た

と

い

え
よ

う
。

　
一

方
、

『

五

教
章

視
聴
記
』

に

は

高
山
寺

華
厳
に
つ

い

て

も

興
味
深

い

分
類
を

示
し

て

い

る
。

此
即
不
壊

末
等

者
、

此
ノ

云

末
等一
本

寺
末
寺
異
義

ア

リ
。

本
寺

ノ

義
〈

東
大
寺
〉

ハ

如
折
薪
記一

三

本
三

末
．

即
云
本
末

下

真
該
妄
末
等
又

爾
也

。

三

本
三

末
如

此
』

真
妄
也

。

真
本

ハ

悟
り

妄
末

ハ

迷
也

。

意
可

知。

末
寺

ノ

義
・

　
¶・

尾
高
山

寺

明
恵
上

人
．

義
也
V

立一
．

本
四

末
ノ

義
4

二

本
ハ

真
如

ノ

不
反

随

縁
。

四

末
ハ

依
他

，

各
、

二

義
也

。

（
『
五

教
章
中
視

聴
記
上
』

）

こ

れ
は

『

五

教
章
』

「

義
理

分
斉
」

「

三

性
同
異
義
」

中
の

「

末
を

壊
せ

ず
し
て

常
に

本
な

り
」

の
一

文
を
巡

る

議

論
で

あ
る

が
、

「

本

寺
」

（
東

大

寺）
、

「

末
寺
」

（
高
山

寺
／
明
恵
〉

と
い

う
区
分
が

明

確
化
さ
れ
て

お

り
、

志
玉

は

「

末

寺
ノ

義
ハ

甚
有
」

所
以

へ

也
」

と

し

て

最

終
的

に

明

恵
義
を

採
用
し

て

い

る
。

　

本
寺
・

末
寺
の

呼
称
は

明
恵
の

著
述

に

は

見
ら

れ

ず、

高
山

寺
側

で

　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
（
9）

は

『

五

教

章
類
集
記
』

（

建
治
二

［

一

二

七

六
］

）

年）

が

初
見
で

あ

る

が

七

六

志
玉
の

時
期
に

は

「

教

学
的
な

相
違
」

と

し

て

の

本
寺
・

末
寺
意
識
が

顕
在
化
し

て

い

た

と

考
え
ら

れ

る
。

こ

の

理
解
は

そ
の

後
、

江
戸
期
の

　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
（

10
）

『

五

教
章
』

注

釈
書
に

お
い

て

定
着
す
る

が
、

本

書
は

そ

の

最
も

早
い

例
と

考
え

ら

れ
、

日

本
華
厳
の

基

本

的

な

枠
組
み

が
こ

の

時
期
に

成
立

し
た
こ

と

を

窺
わ

せ

る
。

以
上

を

図

示
す
る

と

次
の

通

り
で

あ
る

。

東
大
寺

高
山
寺

（
本

寺

纛
纛
蕪

驪
東
南
院

観

理

　
　
　
　

　
金

沢
（
湛
睿）
、

十
悟
房
（

審
乗
）

（
末
寺）

1
明
恵
上

人

義

広

沢
寛
朝

（

二
）

密
教
説
の

依
用

　

志
玉
講
の

特
徴
と

し

て

注
目
さ
れ

る
の

が
、

『

纂
釈
』

『

問
答
抄
』

は

存
在
し
な
い

、

次
の

様
な
密
教
説
へ

の

言
及
で

あ
る

。

に

悟
．

人
一

此
レ

即
．

而

真
ノ

義
也

。

挙
．

五

指

圭

示
ス

ル

ハ

五

仏一

五

指
即
五

仏

也
。

実
ニ
ハ

能
所
無
別
［

縁
起
相
由

ノ

之
法
界

縁

起
ナ
ル

ヵ

故
此

ノ

諸
法

ノ

上
二

同
類
異

類

一

多
大
小
長
短
高
下
浅
深
貴
賤
好
醜

等
ノ

種
々
ノ

差

別
法
此

不
同

也
。

然
ト
モ

挙
．

ハ

此
．

一

法一

則

同
即
異
即
一

即
多
等
諸

義
顕

レ

テ

無
ク

有
ル

，

ト

障
碍一

融
通
自

在
也。

此

即
真
理

具
ル

無
辺

ノ

法一

故
真
理
全
現

ノ

之
一

事
二

当
体
自
具
二

無
辺

法
界

陣
所
生

・

解
即

顕

其
法」

故
名
託
事
顕

法
生

解

爆

付

多

褂

事
無
便

ノ

言
・
卜

云

義
アー
−
。

以
五

指一

顕
ハ

五

仏一

有
便

ノ

託
事
也

。

以
一

指一

顕
ハ

五

仏一

無
便

ノ

託

事
也

。

此
ハ

各
具

互

具
等

ノ

意
也

。

〈

和
尚
云
真
言
ハ

託
事

ノ

一

門
」

飄
也

。

三

部
五

部

等
皆
是

託
事
顕
法

ノ

意
也
〉

凡
此

ノ

託

事
門

ハ

真

宗
ノ

四

万
別
相

ノ

位
二、
．一
ア

云
即
事
而

真一

同
也

。

（

『

五

教
章
中
視
聴
記
下
』

）
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こ

こ

で

は

『

五

教

章
』

「

義
理

分
斉
」

に

お

け
る

十
玄
門
の

第
十
「

託

事
顕
法
生

解
門
」

に
つ

い

て
、

事
法
で

あ
る

五

指
が

五

仏
を

表
示

す
る

な
ど

密
教

説
の

「

即
事
而

真
説
」

を

取
り
入

れ

た

特
異
な

解
説
が

示
さ

れ

て

い

る
。

本
書
は

聞
書

で

あ
る

た

め
、

筆
録
者
の

任
舜
が
い

わ

ば

選

択
的
に

真
言
教
理
に

関

す

る

志
玉
の

教
説
を

記
録
し
た

可
能
性
が

想
定

さ

れ

る

が
、

『

五

教
章
見

聞
』

に

も
「

師
云
」

と

し
て

ほ

ぼ

同
様
の

形

で

記
録
さ

れ
て

お

り
（
『

五

教
章
見
聞
』

巻
六

、

二

五

右）
、

こ

の

全

体
が

志
玉

の

講

説
に

基
づ

く
も
の

で

あ
っ

た

と

み

て

よ
い

で

あ
ろ

う
。

　
こ

う
し
た

顕
密
を

対
応

さ

せ
る

解
釈
の

淵

源
と

し

て

注
目
さ

れ

る

の

は
、

「

真
言
と

華
厳
の

託

事
門
は

全

同
で

あ
る
」

と

強

調
す
る

明
恵
門

下
の

順
高
編

『

五

教

章
類

集

記
』

の

以

下
の

記
述

で

あ
る

。

性
師
（

11

順

性
房
高

信
）

云
真
言
道
ノ

法
門

又
以
テ

如
此
一

三

密
加
持
四

曼

不
離
ノ

故
二

印
契
ヲ

以
テ

実
相
真
理
ヲ

ム

ス

ピ

ア

ラ

ハ

ス

即
チ

語

意
ヲ

印
ノ

下
二

摂
シ

テ

即
事
而

真
ト

証
ス

。

仍
テ

方
円
三

角
等
ノ

ス

カ

タ

全
二

此
レ

息

災
増
益
等
ノ

法

門

也
。

彼
ノ

宅
事
門
ノ

建
立
全
同
ナ
ル

者
　

。

H

翻
〈
云
々
〉

。

（

順

高
編

『

五

教
章
類

集
記
』

巻
三
、

只
顕
密
ヲ

異

五
二

丁

左）

　

ま
た

、

『

類

集
記
』

の

影
響
を
強

く
受
け
た

と

考
え
ら

れ

る

根
来

寺

中
性
院
聖

憲
の

『

五

教
章
聴
抄
』

（

一

三

三

四

年
成

立
）

に

は

「

託

事
顕

法
生

解

門
者
此

門
意
ハ

真
宗
ノ

即
事
而

真
二

相
似
セ

リ
」

（
『

五

教
章
中

巻
聴
抄
』

下
、

日

仏
全
六
九

、

四
九

八

頁
上
）

と

指
摘
さ
れ

て

い

る
。

志

玉

は
こ

う
し

た

高
山
寺

ー
根
来
寺
に
継
承
さ

れ
た

顕
密
を

対
応
さ
せ

る

華

厳
理

解
を

継
承
し

て

い

た

と
い

え
よ

う
。

普
一

国
師

志
玉
の

華
厳
学
（

野

　
呂

）

（一一一
）

成
仏
説

に
つ

い

て

　
こ

う
し

た

密
教
説
へ

の

言
及
は

、

に

お
い

て

も
見
る

こ

と

が

で

き
る

。

非
情
成
仏
の

可

否
を

め

ぐ
る

議
論

問
、

円

教
意
非
情
可
有
覚
性一

乎
。

答、

爾
也

。

有
情
之

覚
性

二

融
非
情
之

相一

故
下

章
二

種
姓

甚
深
通
依
及
正
・

〈

云
々
V

。

探
玄
記
仏

性
及
性
起
通
依
正
一

く

文
V

。

故

処
々

云

解
釈
以

性一

融
相一

之

外
ハ

不

許
直
有
覚

性一

也
。

或

云

性

相
々

融

之

義
ヲ

以．
云

爾
っ

終
教

モ

事
理

無

碍
．

宗
也

。

仏

性
重
二

不

通
非
情一

乎
。

故

知
円

教
意

ハ

直
二

於
非

情一

可
．

ト

有
ル

覚
性・

覚
ヘ

タ

リ
。

故
三

密

宗．
ス

立

非

情
有
性

之
義
・

〈
云
々
〉

。

探
玄
云

若
三

乗
教

、

真
如
之
性
ハ

通
情
非
情
開

覚
仏

性
唯
局
有
情
故
涅
槃
云
等
文

、

終

教
ハ

以

真
妄
和
合

之

縁
起一

為
宗
4

円
教
ハ

依
法
性
融
通
一

情
非
情

ノ

相
融

ヵ

故
覚
性
通

非
情一

也
。

（
『

五

教
章
中

視

聴
記

下
』

）

日

本
華
厳
に

お

け
る

非
情
成
仏
の

議
論
は

既

に

平
安
期
に

登
場
し

、

観

円
（

親
円
）

『

華

厳

宗
種

姓
義

抄
』

一

巻
や

、

聖

詮
『

華

厳
五

教
章

深

意
鈔
』

で

は

「

情
無
情
無
二

相
故

、

依
性
相

相
融

之
義

、

述
非
情
成

仏

之

義
也
」

（
大
正
七

三
、

一

二

頁
下
）

の

立

場
か

ら

円
教
の

成

仏
を
認

め

て

い

る
。

『

視

聴
記
』

も
同

様
に

そ
の

理
解
を

継
承
し

て

い

る

が
、

志

玉

は
こ

こ

で

も
「

密
宗
」

と

の

関

連
に

言

及

し
、

密
教
に

お
い

て

非
情

有
性

を

認

め

る

前
提
に
は

、

華
厳
円
教
の

「

非
情

有
覚
性
」

の

立

場
が

あ

る
こ

と

を
強
調
す
る

の

で

あ
る

。

三

　
小
結

従

来
、

室
町
期
の

華
厳
学
は

コ
哀

退
の

道
を
歩
み

、

見
る
べ

き

成
果

七

七
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普
一

国

師
志
玉
の

華
厳
学
（

野

　
呂
）

　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
（

11）

は

な
い
」

と

考
え
ら

れ

て

き
た

が
、

真
言
諸
寺
院
に

お

け
る

聖

教
伝
持

の

過

程
を
丹
念
に

拾
い

上

げ
る

こ

と

に

よ
っ

て
、

新
た

な

資
料
を

華
厳

思

想
史
上

に

位

置
づ

け
る

こ

と
が

可

能
で

あ
る

。

『

五

教
章

視
聴

記
』

に

記
録
さ

れ
る

志
玉

講

に

は
、

日

本
華
厳
の

系
統
を
整
理
し

「

戒
壇
院

華
厳
」

と

し
て

位
置
づ

け
よ

う
と

す
る

室
町
期
の

東
大
寺
戒
壇
院
に

お

け
る

教
学
形
成
の
一

端
を

窺
う
こ

と

が
で

き
る

。

教
学
内
容
の

分
析
な

ど

残
さ

れ
た

課
題

は

多
い

が
い

ず
れ

も
別
稿
に

期
し
た
い

。

1
　
『

本
朝
高
僧
伝
』

巻
一

八

で

は

「

東
大
凝
然

之

後
、

興
二

大
経　

者、

玉

　

之
力
居
多
」

（
日

仏
全
一

〇
二

、

二

六
四

頁
下
）

と

し
て

凝

然
以

来
の

華

　

厳
学
を

興
起

さ
せ

た

学
僧
と
し

て

高
く
評
価
す
る

。

2
　
拙
稿
「

智
積
院
新
文

庫
蔵
『

華
厳
五

教

章
』

注
釈
書
に

み

る

中
世

後
期

　
の

華
厳
学
」

（
『

印
度
学
仏
教

学
研
究
』

六

〇

1
二

、

二

〇

＝一、
）

。

3
　
『

五

教
章
見

聞
』

の

成
立

経
緯
に

つ

い

て
は
、

前
掲
拙
稿
参
照

。

4
　
大

谷
由
香
「

智
積
院
新
文
庫
所
蔵

志
玉

口

述
・

道
瑜

筆
録
「

梵
網

古

　

迹
下

巻
聞

書
』

に

つ

い

て
」

（
『

智
山

学
報』

六
三
、

二

〇
一

四
）

。

5
　
「

こ

こ

に

大
将

軍

源
義
教
公
、

霊
跡
の

荒

廃

す
る
こ

と

を

嘆
か

せ

給
ひ

、

　

勧
進

上

人
徳
融
等
に

仰
あ
り
て
、

戒

壇

堂

並

び

に

廻
廊
を
造
立

せ

し

め

　

給
ふ

。

則

後
花
園

院
享
徳
二

年
〈

癸

酉
〉

普
一

国
師
住
持
の

時
に

当
た

れ

　

り
。

」

（

『

南
都
東
大
寺
戒
壇
院
略
縁
起
』

、

日
仏
全
一

二

〇
、

二

二

六

頁
上

　

〜
下）

6
　
稲

葉

伸
道
「

尾

張
国

真

福

寺
の

成

立

　

　
中
世

地

方

寺
院
の

一

形

　

態

1
」

（

『

名
古
屋

大
学
文

学
部
論
集
（
史
学）
』

　一

四
三

、

二

〇
〇
二
）

　

等
参
照

。

7
　
『

五

教
問
答
抄
』

十
五

冊

「

文
安
三

年
十
一

月
一

日

於
東
大
寺
戒
壇
院

七
八

　
並

旦

長

老
御
本
書
写

畢

　
金
剛

仏
子
快
舜
之

　
祐
乗
房
」

『

真
福
寺
文
庫

　

撮
影
目
録
』

（

架
蔵
番
号
六

〇
一

−
二
）

。

8
　
『

東

大
寺
続
要
録
』

供
養
篇
本
（

筒
井
寛
秀
監

修
『

東
大

寺
続
要
録
』

　

七
〇

頁
）

参
照

。

9
　
『

五

教
章

類
集
記
』

で
は

東
大

寺
義
に

つ

い

て

「

本
寺
遍
」

（
巻
二

、

八

　

右）
、

「

本
寺
ニ

ハ

大

事
ノ

論
義
ニ

シ

候
」

（

巻
四

、

三
五

右）

な
ど

と

し

　

て

「

当
山

（
高
山

寺）

の

御
義
」

と

の

異
同
に

し
ば
し

ば

注
意
が

向
け
ら

　

れ
て

い

る
。

10
　
東
大

寺

実
英
『
五

教

章

不
審
』

な

ど

参
照
（
大

正

七
三

、

二

三

八

頁

　

下
〉

。

11
　
北

畠
典
生

「

日

本
に

お

け
る

華
厳
研
究
の

歴

史
と

課
題
」

（

『

仏
教
学
研

　

究
』

五
〇

、

　一

九

九
四
）

。

〈

付
記
V

本
稿
に

お

い

て

使
用
し

た

真
福
寺
文

庫
資
料
の

閲
覧
・

複
写
・

翻

刻
に

際
し

、

智
山

伝
法
院
・

真
福
寺
寶
生
院
御
当
局
よ

り
多
大
な
ご

厚
情
を

賜
り
ま

し
た

。

記
し
て

感
謝

申
し
上

げ
ま
す

。

（

本
稿
は

平
成
二

六

年
度
〜

二

八

年
度
科

学
研
究
費
若
手
研
究
（
B
）

「

中

世

新
義
真
言
寺
院
に
お

け
る

華
厳
思
想
に

関

す
る

研
究
」

課
題
番
号
刈
O

曾
露
boO

の

成
果
の
一

部
で

あ
る

。

）

〈

キ

ー
ワ

ー

ド
〉

　

東
大
寺

、

尊
勝

院、

戒
壇
院

、

明
恵、

五

教
章

（
龍
谷
大
学

専
任
講

師
）
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